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三郷市立小・中学校の通学区域について（諮問）  

 

 下記の事項について、貴審議会の意見を求めます。  

 

記  

 

１ 諮問事項  

栄中学校 及び 前 川中 学校の通学区域の見直しについて  

 

２ 諮問理由  

三郷市立小・中学校教育環境整備計画（令和２年３月改定）では、近

年の三郷中央地区における人口増加の影響により、栄中学校は、将来

的に３１学級以上の過大規模校になり、その一方で、前川中学校は、

１１学級以下の小規模校になると推計しております。このことを踏ま

え、学校の適正規模・適正配置の観点から、隣接する両校の通学区域

の変更について意見を求めるものです。  

 

３ 答申時期  

令和６年１０月を目途に答申をお願いいたします。  

 



三郷市立小・中学校教育環境整備計画改定

小・中学校の適正規模・適正配置の基本的な考え方を掲げ、そ
の実現のための手法や手順を定め、児童生徒にとってよりよい
教育環境を整備していくことを目的として、三郷市立小中学校
教育環境整備計画を改定します。

適正規模

≪小学校≫１２学級以上

≪中学校≫１２学級以上

適正配置

≪小学校≫２km以内

≪中学校≫３km以内

適正規模・適正配置に向けた方策

①通学区域の見直し
②隣接校との統合
③その他

・学校施設の改修等 ・学校選択制
・小中連携教育等 ・学校運営協議会制度

検討対象地域と進め方

検討対象とする地域の考え方
①小規模化への対応

・(小)全学年単学級もしくは単学級のある学校
・(中)全学年2学級以下もしくは2学級以下のある学校

②大規模化への対応
・通学区域の変更、既存校舎の改修、仮設校舎の設置

③その他の対応
・隣接校との距離が近い学校

適正規模・適正配置の基本方針

＜小学校＞

児童数と通常学級数

＜中学校＞

生徒数と通常学級数

44 49 48 40 37 36 33 32 32 

38 
51 49 

43 39 36 33 33 32 

38 
42 40 

38 36 34 30 27 27 

38 

39 44 
40 

37 34 
31 28 27 

38 

38 45 
41 

38 
36 

32 
28 27 

38 

41 42 

39 
38 

36 
34 

30 28 

234 

260 268 

241 
225 

212 

193 
178 173 

7,108 

7,709 
8,058 

7,489 

6,695 

5,990 

5,429 
5,094 

4,931 

0

3,000

6,000

9,000

R1 R4 R7 R10 R13 R16 R19 R22 R25
0

120

240

360
（学級）

６年生

５年生

４年生

３年生

２年生

１年生

児童数

実績 推計 ※Ｒ１は５月１日時点

（人）

30 36 38 41 39 34 31 31 29 

29 
36 35 

38 37 
34 33 31 27 

30 

33 35 
35 37 

35 
33 31 

27 

89 

105 108 
114 113 

103 
97 93 

83 

3,151 

3,670 
3,781 

4,103 
3,949 

3,549 

3,253 

2,941 

2,719 

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

R1 R4 R7 R10 R13 R16 R19 R22 R25
0

40

80

120

160

200
（学級）

３年生

２年生

１年生

生徒数

実績 推計 ※Ｒ１は５月１日時点

（人）

＜文部科学省基準＞
小中学校とも１２学級以上18学級以下

＜文部科学省基準＞
小学校おおむね４Km以内、中学校おおむね６Km以内

三郷市教育委員会 教育総務課 教育環境整備室

適正規模・適正配置の検討のイメージ

小規模化への対応を検討

小規模化への対応を検討

大規模化への対応を検討

資料１
※当該資料は、令和２年３月に本計画を改定した時の概要版です。



学校規模の推移≪中学校≫

学校規模の推移≪小学校≫

〔平成30年度〕 〔令和５年度〕 〔令和10年度〕 〔令和15年度〕 〔令和20年度〕 〔令和25年度〕

〔平成30年度〕 〔令和５年度〕 〔令和10年度〕 〔令和15年度〕 〔令和20年度〕 〔令和25年度〕

※当該資料は、令和２年３月に本計画を改定した時の概要版です。
（注）令和６年４月、前間小と後谷小は、学校統合しています。



各学校の概要
資料２

※１ 学級数及び教室数は特別支援学級分を除く
※２ 各数値は令和６年度基準

学校名 ：栄中
教室数 ：23教室
開校年 ：昭和49年
築年数 ：約49年
敷地面積：24,232㎡

学校名 ：前川中
教室数 ：21教室
開校年 ：昭和57年
築年数 ：約41年
敷地面積：24,108㎡

学校名
生徒数

（学級数）
前川中
407
（12）

栄中
471
（13）

約１ｋｍ

円は各学校の敷地の
中心から適正距離の
基準である半径3km
の範囲を示す

凡例

⼾ケ崎
小学区



学校別新１年生入学率（H30年度～R6年度）

資料３

年度 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6 平均

学区内新１年生予定数・・・Ⓐ
（前年の５月１日時点） 181 200 230 212 272 253 305 ―

実際の入学者数・・・Ⓑ 102 134 170 138 152 145 166 ―

入学率・・・Ⓑ / Ⓐ 56.4% 67.0% 73.9% 65.1% 55.9% 57.3% 54.4% 61.0%

栄中学校

年度 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6 平均

学区内新１年生予定数・・・Ⓐ
（前年の５月１日時点） 136 138 146 149 128 117 143 ―

実際の入学者数・・・Ⓑ 159 141 143 145 136 131 139 ―

入学率・・・Ⓑ / Ⓐ 116.9% 102.2% 97.9% 97.3% 106.3% 112.0% 97.2% 103.6%

前川中学校

単位：人

単位：人



栄中学校生徒数及び学級数の推移
資料４

※ 表中の推計（R7年度〜R12年度）は、令和６年５⽉１⽇現在、栄中学校の学区内に居住している⼩学１〜６年⽣の人数に基づき、資料３の入学率を加味して算出
※ 学級数は特別支援学級分を除く

入学率１００％の場合 入学率６１.０％の場合



前川中学校生徒数及び学級数の推移
資料５

入学率１００％の場合 入学率１０３.６％の場合

※ 表中の推計（R7年度〜R12年度）は、令和６年５⽉１⽇現在、栄中学校の学区内に居住している⼩学１〜６年⽣の人数を基に、資料３の入学率を加味して算出
※ 学級数は特別支援学級分を除く


